
 

 

令和５年度以降は検討の対象を「大井町線・東横線沿線」に拡大し、大井町線・東横線全体の

まちづくりに対応した都市基盤整備の実現に向けた検討を進めていきます。 

自由が丘駅周辺地区においては、本構想に示した内容の実現に向けて、引き続き調整及び事業

推進に取り組みます。 

 

図：令和５年度以降の進め方 

 

 

  



 

 

都市基盤整備の基本的な方向性や方針に基づく取組内容について、役割分担とスケジュールを

整理します。 

表：都市基盤整備の役割分担とスケジュールの考え方（抜本的な都市基盤整備） 

 

  



 

表：都市基盤整備の役割分担とスケジュールの考え方（都市基盤の活用・再生）１／２ 

 
  



 

表：都市基盤整備の役割分担とスケジュールの考え方（都市基盤の活用・再生）２／２ 
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■未就学児童 作品 ■小学校低学年 作品 ■小学校高学年 作品

■Ar tist：カラリズムリサ／ ColorhythmRisa　 「自由を忘れない街」
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